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論文の前半には， 4 GPa， 8000Cまで安全に使用できるピストン・シリンダー型ガス装置の製作が述
べられ，今日迄の世界記録である3.5GPaまで部分々々に何らの故障や変形を起こすことなく，漏れの
ないガス実験が繰返し行えることが実証された。これはこの種の装置としては従来考えられなかった事
であるO 論文の後半にはこの高圧装置とその中に組み込んだ超音波測定装置を使って測ったガスの圧力・
体積と超音波速度変化が述べられている O 窒素とクリプトンの凝固点，ヘリウム，アルゴン，ネオン，
クリプトン，キセノンの超音波速度と圧力と体積との関係が正確に求められ実験をよりよく再現する
新しい状態式が提案されているO また， 200Cにおけるクリプトンとヘリウムの混合ガスの中の音速を高
圧シリンダー内の上下2ケ所で測定し，その音速の差および体積変化から気体 気体および気体-固体
の相分離圧などが求められ，混合ガスの状態図が1.6GPaまで作られた。実験結果や状態式は他の研究
者達の結果の修正を求めると共に，圧力範囲を大幅に延長して新しい知見を与えたものであるO 記録的
な装置の開発と共に博士論文として価値あるものと認めるO
? ?
